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 このように第 1 のテーマと第 2 のテーマはインプリケーションを引き出すという意味では 1 つの
研究であるが、その準拠している研究領域は異なっている。そこで本論文は 2 部構成をとることと
した。 
































第 2部の分析視角を構築し、調査方法を検討している。第 12章では、第 1部の事例分析と同
一の自動車製造業へのインタビュー調査に基づいて、知識喪失を経験した生産組織が、6年
間にその生産システムと技能をどのように変化させたかを詳細に明らかにしている。第 13章で
は前章の事例分析をもとに、組織内学習の可視化を可能にするモデルを構築し、自動化ライ
ンと手作りラインの並置、企業内学校の設立、部品メーカーとの人材交流等の技能継承の方法
を検討した上で、今後の研究課題を考察している。 
本論文は特徴として、未だ十分な実証研究が行われていない、機械化・自動化が進む現代
の生産組織における知識喪失という、ユニークかつ理論的・実践的に重要な現象に着目し、認
知心理学を中心に多領域にわたる文献レビューから独自の分析視角を構築して、長期にわた
る綿密な事例調査によって、生産組織における知識喪失過程を詳細に分析すると共に、知識
喪失を防止・克服する技能継承の方法を検討している、先駆的・独創的な優れた論考である。 
課題として、近年の欧米における科学技術研究の主流である状況論的アプローチを採用し、
単一事例分析から高い一般化可能性を持つ概念モデルを構築しているが、個別製造業の戦
略や組織、国の産業政策のあり方等に関する本論文の実践的・政策的意義について、更なる
議論が可能であろう。また、生産組織の知識喪失という現象について、科学技術研究の最新動
向からは、本論文のモデル化とは異なる、多様なモデル化の可能性も考えられるが、これらは
本論文の本質的価値を損なうものではなく、今後の研究の発展を予期させるものといえる。 
以上のことから、審査委員会は一致して、本論文を博士（経営学）の学位を授与するに値する
ものと判断した。 
